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＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

①豊かな食解析システムの拡張
・ ビジネスニーズが高い、高齢者の

「フレイル予防」や、若い世代の

「睡眠の質向上」等にかかわる

データを拡張

②食育ビジネスモデルの創出

・ 同システムを活用した食育ビジ

ネスモデルを公募（マッチング

ファンド方式）し、食育活動への

寄与度や経済的インパクトの大

きさ等を検証

⇒ 同システムの有償公開を通じ、

様々な民間事業者による食

育サービスの創出へ

研究期間：令和８年度～令和１０年度
令和８年度予算：99.8百万円

［お問い合わせ先］農林水産技術会議事務局研究統括官室（03-3502-2549）

【農林水産省・内閣府】 研究開発とSociety5.0との橋渡しプログラム（BRIDGE）
「食解析システムの拡張による食育ビジネスの創出」

【課題】 国民のライフスタイルの多様化等により、食育の関心度や栄養バランスに配慮した食生活の実践状況は伸び悩む傾向がみら
れ、とりわけ「大人の食育」の必要性を再認識

【現状】 SIP3「豊かな食」※では、個々人の体調、し好、習慣等に応じた最適な食材メニュー等を提案する「豊かな食解析システ
ム」のプロトタイプを開発（令和７年度）

【今後の取組】公募した民間事業者によるビジネス実証を通じ、同システムの社会実装を進め、大人の食育活動の推進を目指す

食解析システムの拡張

民間事業者
による

社会実装例

+

※内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第３期 「豊かな食が提供される持続可能なフードチェーンの構築」 サブ課題D 「国産大豆等を利用した豊かな食解析システムの開発」

食解析システムを活用した民間事業者のビジネス実証
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